	グループ討議はある事柄に対して、自分の考えを正確に皆に伝えると同時に、相手の言葉をきちんと聞いて、相手の考えを理解することです。
グループのメンバーがそれぞれ積極的に発言し、よく聞き合わなければグループ討議は成り立ちません。

さあ、積極的に発言しましょう！！



自分で考える
仕事をしていくうえで、いちばん大切だと思うことは何ですか？


	


	


そう思う理由は？

	


	


グループで考える

仕事をしていくうえで、いちばん大切だと思うことは何ですか？

	


	


そう思う理由は？

	


	


	


	

	発表された他の意見で印象深いものについて、感想や意見をまとめてください（振り返り）




（１）聞くときの注意点

相手の話しを最後まで聞く。

	


　相手が話していることを把握し、理解する。必要であればメモを取る。

	


　話しの内容に疑問があれば、最後にまとめて聞くようにする。

	


（２）話すときの注意点

　感情を抑えて、冷静になる。（言葉だけでなく、気持ちも伝わるから）

	


　何を、誰に、なぜ、言いたいのか。自分の中で整理する。

	


　自分の気持ちにぴったりした言葉を探して文意をまとめる。

	


	発表された他の意見で印象深いものについて、感想や意見をまとめてください（振り返り）





	　話しをするときに、相手の人が「そう」とか「それで？」とかあいづちを打ってくれると、話しがしやすいものです。反対にあいづちを打ってくれないと、話しを続けてよいのかどうか不安になります。上手なあいづちは会話をいきいきと弾ませてくれます。さぁ、あなたも以下のステップであいづち上手になりましょう。


<ステップ>
（１）隣の人とペアになります。
（２）１人が話し手、もう１人は聞き手になります。
（３）話題は何でもかまいません。話しを切り出してください。

（４）聞き手のほうは、上手にあいづちを打ちながら、話しの先をうながしてください。

（５）あいづちを工夫しながら、制限時間いっぱいまで会話を続けましょう。

（６）終わったら役割交代をして繰り返します。

Ⅰ：社会人としての自覚





仕事をしていくうえで、あなたが一番大切だと思うとは何ですか。その理由もあげてください。





Ⅱ：会話の基本ルール





聞くとき、話すときの注意点をそれぞれ３つずつ挙げましょう。





Ⅲ：トレーニング





コミュニケーション・トレーニング「聞き上手になろう！」





・討議の導入なので、必ず一言は発言させる。


・討議の結果を無理にまとめる必要はない。





☆仕事について、何が大切かは個人の見方や考え方によって違う。


　環境や価値観、年齢や時代によっても違う。





⇒自分の意見を相手に押し付けるのではなく、相手の考えを柔軟に取り入れながら、その人らしい価値観を持って働くことが大切である。





　会話によるコミュニケーションはキャッチボールと同じで、お互いに相手のことを配慮しあわないと継続しない。


　そのためには、聞くときは、話すときは、それぞれどんな配慮が必要となるのか、そこがきちんと押さえられているようにする。





・ここでは、上手にあいづちを打つことがポイントである。


・話題そのものにはこだわらないように生徒に伝える。


・実際会話の中で「あいづち」の例を示すと、より理解しやすい。先生が聞き役になって、模範例を示すのもよい。








